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 ７と８、９と 10 は両方とも正しい日本語の表現である。しかし、 
11．彼の身に何かが起きている。 
×12．彼の身で何かが起きている。 
例 12 だけは非文になる。例 7 から例 12 までは同じ「名詞＋に＋動詞」、「名詞＋で＋動
詞」で、「名詞句＋助詞＋述語句」という文構造から言えば全く同じであるが、何故、例 7、















































































例 13～例 18 では、名詞句は具体的な名詞か抽象的な名詞かで、助詞の使用に制約を与 
える場合があることが分かった。これで、同じく名詞句の名詞は具体的か抽象的かという




 例 11、例 12 において、「彼の身」は起きた出来事の存在点、成立点である。「で」は行
為の行われる場所を表すが、起きた出来事の存在点、成立点を表すことができない。一方、


















例 19、例 20 において、名詞句に意志性を持つ名詞が含まれたから、「を」も「から」も








×25．電柱に立たせる。     





























 例 30、例 31 の「二階」は到達する目的地の場所で、「階段」は移動する場所と理解され
る。逆に、「二階」は通常移動する場所とすることは難しいし、例 32、例 33 の「階段」は
到達する目的地の場所とすることも通常ありえないであろう。従って、「二階」は目的地の












助詞が名詞句に制約を与える前出の例 3、例 4、例 5、例 6 を見てみよう。 
３．富士山を登る。       
























































































×46．山田さんは梯子を落ちた。   
「落ちる」といった類の動詞は意志があって意図的に行為をするということは考えられ
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